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かめは ゆっくり ゆっくり すすんで いきます。 
「フレー、 フレー、 うさぎさん！」 
「がんばれ、 がんばれ、 かめさん！」 
もりのなかまたちは おおきな こえで おうえんして くれます。

そのころ かめは、 やまの したの ほうを いっぽ いっぽ すすんで いました。
うさぎの すがたは もう とっくに みえません。
「てっぺんまでは まだまだ ある。」

「いちに ついて、 よーい ドン！」
きつねが あいず すると、 うさぎは いきおいよく とびだして いきました。
「いちに ついて、 よーい ドン！」
きつねが あいず すると、 うさぎは いきおいよく とびだして いきました。
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うさぎは やまの とちゅうで、うしろを ふりむいて みました。 
かめは、 はるか したのほうを、 ゆっくり ゆっくり すすんで いました。
「かめさんは ずいぶん おそいなあ。 まだ あんな ところに いる。」

「どれどれ、 ちょっと ひとやすみ するか。」
うさぎは くさむらの うえで ごろんと よこに なりました。
そして、 きもちが よくなり、 そのまま ぐうぐう ねむって しまいました。

「かめさんが かった！ かめさん、 おめでとう！」
さいごまで がんばりぬいた かめに、 もりの なかまたちは おおきな はくしゅを おくりました。
「まけちゃったよ。かめさん、  いままで ばかにして ごめんよ。」
いさぎよく まけを みとめた うさぎは、  かめと なかよく あくしゅ しました。

ある もりに、 かけっこが だいすきな うさぎが いました。
うさぎは はしるのが とても はやかったので、 
いつも もりの どうぶつたちに じまん していました。

てっぺんに さきに ついたのは、 かめ でした。 てっぺんに さきに ついたのは、 かめ でした。 
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かめは ひたすら、 すすんで いきました。
くさむらで よこに なっている うさぎは なにも きづかずに ぐっすり ねむりこんで います。

かめも まけずに いいかえしました。
「ぼくは なにごとも おそいかも しれないけど、 いつだって さいごまで やりとげてるよ。」
「いやいや、 どんなに がんばったって、  ぼくに かなう はずは ないさ。」
「そんなこと ないよ。 やって みないと わからないよ。」

 「がんばれ、 がんばれ、 かめさん！」
どうぶつたちの おうえんの こえを きくと、 げんきが でました。
「よいしょ、 よいしょ。」
かめは ふうふう いいながら、 やまみちを のぼりました。

「うさぎさんと かめさんの かけっこ しょうぶ だって？」
うわさを きいて、 くまや きつね、 りすに しか、 
もりの どうぶつたちが つぎつぎと あつまって きました。

きょうも うさぎは かめを からかいました。
「かめさん かめさん、 きみは あいかわらず のろのろ おそいねえ。」
きょうも うさぎは かめを からかいました。
「かめさん かめさん、 きみは あいかわらず のろのろ おそいねえ。」

かめは つかれはてて たおれそうに なりました。
けれども、 もりの どうぶつたちが いっしょうけんめい おうえんして くれます。
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おなじ もりに かめが すんで いました。
かめは あるくのが おそかったので、 いつも うさぎに からかわれて いました。

そのとき、
「しまった！ ねすごした！」 
うさぎが とびおきました。 
うさぎは ものすごい スピードで かめを おいかけましたが、もう あとのまつりです。

「ここから、 あの やまの てっぺんまで かけっこ しよう。 さきに ついた ほうが かち だからね。」
ふたりの まえには ながい ながい やまみちが つづいています。
「わかったよ。 やってみるよ。」  
こうして、 うさぎと かめは かけっこで しょうぶ することに なりました。

あせびっしょりに なって のぼりつづける かめを
もりの なかまたちも いっしょうけんめい おうえんします。
「がんばれ、 かめさん！」
「フレー、 フレー、 かめさん！」

「それなら、 ぼくと かけっこで しょうぶ しよう。」うさぎが いいました。「それなら、 ぼくと かけっこで しょうぶ しよう。」うさぎが いいました。

やがて てっぺんが みえて きました。
「かめさん、 あとすこし！」「もうすこしで ゴールだよ！」

やがて てっぺんが みえて きました。
「かめさん、 あとすこし！」「もうすこしで ゴールだよ！」


